
提案書には、最低限以下の項目を含めてください。様式が定まっているものは所定の様式で作成してください。

インターネット環境下のクラウドサーバにて自治体や公共団体向けシステムを構築及び導入し
た実績について、代表的な契約を5件まで記載してください。

【（様式３）システム導入実績調書】

システム導入実績は、本業務を履
行するのに信頼に足る実績である
か。

10

各業務の作業工程ごとに、具体的な日程をガントチャート等を用いて記載してください。
また、各工程における本市と提案事業者との役割分担等もわかるように記載してください。

【（任意様式）プロジェクト計画書】

プロジェクト計画が適切に行わ
れ、本業務を確実に実施できる作
業工程及び日程となっているか。

10

システムの運用面でのセキュリティ対策（脆弱性対応・ウイルス対策など）、人の運用面での
セキュリティ対策（個人情報保護・記録媒体の利用など）について記載してください。

【（任意様式）セキュリティ対策】

開発時・運用時を通して、適切な
セキュリティ対策が検討できてい
るか。

20

3

シ
ス
テ
ム
保
守

に
関
す
る
項
目

本番稼働後のシステム保守について、体制・方法等を具体的に記載してください。
（標準保守サービスの内容・調査依頼・システム障害・制度改正等のバージョンアップ対応・
仕様変更時のマニュアル整備など）

【（任意様式）システム保守】

保守内容が充実しており、長期的
な視野でシステムを任せるに足る
保守内容であるか。

20

合計 150

業務全体及び各業務のプロジェク
ト体制は適切か。
本業務を確実に実施できる十分な
人員体制であるか。また、管理責
任者及び担当技術者等の業務実績
は、本業務の責任者や担当者とし
て十分なものであるか。

10

高槻市災害時要援護者安否確認システム構築業務に係る事業者選定審査基準

項
番

項　　目 提案書等への記載内容等 主な評価指標 配点

1

事
業
者
に
関
す
る
項
目

システム
導入実績

業務実施
体制

本業務の人員体制及び各業務工程における人員配置予定を具体的に記載してください。

【（様式６）プロジェクト体制図】

配置予定人員の本業務における役割と業務経歴について記載してください。なお、「業務経
歴」欄には代表的な業務経歴を３件まで記載し、当該業務の内容や役割等が分かるよう具体的
に記載してください。また、本業務において有益となる資格等を保有する場合は合わせて記載
すること。

【（様式７）プロジェクトメンバー調書】

30

システム
保守

4

見
積
価
格
に
関
す
る

項
目

見積額

仕様書に基づき、本システムの構築に要する費用について記載ください。
【（様式８）見積書】

様式８に記載の金額について、ハードウェア・ソフトウェアの費用、システム構築における各
作業工程別の費用、システム構築時に係るクラウド利用料等を記載し、見積金額の積算根拠等
内訳が分かるように見積明細書を作成してください。
【（任意様式）見積明細書（システム構築）】

想定保守期間である５年間（令和８年度から令和１２年度まで）の保守料（クラウド利用料含
む）総額、各年度の保守料（クラウド利用料含む）を記載し、見積金額の積算根拠等内訳がわ
かるように見積明細書を作成してください。
【（任意様式）見積明細書（運用保守）】

提案内容からみて見積額は妥当な
ものであるか。
構築費用、ランニングコスト（運
用保守費用）は、コストパフォー
マンスに優れたものであるか。

2

シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る
項
目

システム
概要

仕様書に示す本システムの目的・機能要件等及びイメージ（参考資料）を具体化し、提案事業
者が開発しようとするシステムについて、以下の内容を図等を用いながら記入してください。
　① システムの全体像（構成）
　② システムの機能が把握できるデバイス（スマートフォン・ＰＣ）別の画面イメージ
　③ 災害時要援護者情報の取込から安否確認の登録・集計までの一連の処理過程
　④ システム構築に必要なハードウェア、ソフトウェア、使用するクラウドサーバ、
　　 周辺機器等の構成と役割、選定理由
　⑤ 上記の他、円滑かつ迅速な安否確認を実現するための提案

【（任意様式）開発予定システムの概要】

本システムの趣旨・目的、役割を
を十分に理解した上で、業務の仕
様に適合したシステム構成・機能
の検討できているか。

50

プロジェ
クト計画

セキュリ
ティ対策


